
舎Z手港経軟調帝都京

競 rr第巷八十五第

哀
配
断

政
八
木
教
授
遺
影
署
名
及
原
稿

戦
時
岡
伎
の
性
格
と
之
に
遡
謄
し
た
る
'
中

国
債
の
形
態

m

日
清
戦
争
後
の
外
資
輸
入
・

闘ヒ
策 '7

コタ

ンス
ツの
エ平IJ
Jし+
dコ flp，
Jf& s，ム
ノI.? uffi】

h足
と

構
造

静
-
主
円

同
氏
所
得
と
戦
争
経
桝
力
:
i
j
i
-
-
i
l
i
-
-
-
岩

故八
八 戸本
木私-
Z士，授
授逝
イド く
1;普
及

著
書
論
文
目
録

ー".3足

岡山巾

本
誌
第
五
十
八
巻
紙
目
録

坊!

戸t仁1 [1 
回

中長

正f~止秀蓮

雄

行設月六年九十和昭

競夫:JtJ 雄



，¥... 

@
諸
島
斡





哀

辞

昭
和
十
九
年
五
月
二

R

本
金
目
-
評
議
員
京
都
帝
園
大
亭
敬
授

経
済
事
博
士
八
木
芳
之
助
君
病
を
以
て
逝
去
せ
ら
る

君
は
大
正
十
年
京
都
帯
聞
大
率
経
済
事
部
の
業
を
卒
へ
爾
来

京
都
一
帝
園
大
事
鰹
/
蹄
皐
部
の
教
職
に
あ
る
こ
と
二
十
一
年
齢
そ

の
専
攻
す
る
農
業
樫
持
率
の
分
野
に
於
て
前
人
未
踏
の
境
地
を
拓

き
た
る
の
み
な
ら
ず
経
済
皐
部
長
、
ま
た
は
皐
生
課
長
と
し
て
本

一
挙
の
樫
替
に
力
を
致
し
か
た
は
ら
中
央
に

b
け
る
各
種
委
員
と

し
て
園
家
の
行
政
に
参
童
せ
り
君
平
素
身
盟
強
健
を
以
て
自
ら

任
じ
そ
の
全
精
力
を
傾
け
て
研
究
と
教
育
と
に
努
め
し
か
ば
人

み
な
そ
の
い
よ
い
よ
大
成
せ
ん
こ
と
を
蝿
望
せ
し
に
わ
づ
か
に



ふ界に も知
落との壷君の命

にこ定痔はとの
謹ろ諭せ又謂域
み賓とらわふに
てに L れがベ瞬
少て 京 L り
君し九そ都 忽

のと鼎の帯痛も
遺せの本岡恨易

' 
影ず重誌大何萱
を きに 1皐ぞせ

京
褐 を寄樫唱ら
げ をせ持へる

都 せら皐ん
帝柳 りれ曾 ヂ台

園 カミ たの‘ ん

大 主主 蓋る評 ど

亭
J悼 し幾議 そ
の 本多員 の

経 誠 曾(のと 職
済 を の研し に
串 表 君究 1て 殉
曾 ナ には曾 ぜ

負率、務 る




